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1３１ 

日本人学習者の中国語の

発音に関する一考察

凌 志 偉

中国語の発音は難しいとされている。筆者は長年ＬＬ教室を使って，中国語

コミュニケーションなど，会話系の授業を担当してきたが，今まで蓄えてきた

データを元に，問題点を整理し，自分なりに考案した解決策をまとめた。発音

の矯正の過程はすべてへヅドホーンを通して行っているので，本当に解決した

かどうかは自信を持っている。

有気音と無気音の違いは学習の最初の過程でぶつかる問題だが，長年解決で

きなかったこの問題も，ちょっとしたきっかけでうまく解決できた。〈u〉を

含み，〈n〉で終わっている発音も学習者にはなかなか厄介な問題であるが，

口の動かし方をきちんと説明すれば，できるようになることが分かった。

〈iou〉とくiian〉の発音は理論上のものと実際とはかなり違うのに，中国で

出版された専門書でもこのことにあまり触れていない。今回の結論に達するま

で，多くの模範朗読テープ，ＣＤやＤＶＤなどを聞いている。

ヘッドホーンを通して，学習者の朗読を聞いていると，半三声の問題に良く

出くわす。これについては，問題の所在を明らかにし，提言を行った。

軽声はたとえ中国人でも覚えるしかないのだが，どの程度が適当なのか，そ

の範囲についてまとめた。また，標記上，軽声ではないのに，実際の発音にお

いては軽声になっている言葉も多い（参考文献l)。普段，このことに触れる

ことはあまり多くないと思うが，この種類の軽声についても言及した。

几（r）化は今日の‘普通話，において，あまり大きな役割を果たしていない。

参考文献２は日本人向けの専門書だが，この問題をまったく無視しているほど

である。テレビドラマのうち，北京を舞台にしている現代のトレンディドラマ

も几話’はさほど使われていない。各朝刊の重要なニュースを会話調で紹介

するテレビニュース（例えば‘弓丁湊扱,）を見ていても，‘几話，が使われる

のは‘事L活L点几,と言った程度である。従って，ここでは実用の観点

Hosei University Repository



１３２ 

から‘i，ｏ，ｎ，に続く‘ｒ’だけ取り上げた。

声母

ｂ（ｏ）上下の唇を閉ざし，少し空気を蓄え，ゆっくりとロを開ける。でき

るだけ空気を出さない無気音。

問題点と対策：ｂは無気音だが，どうしても有気音になってしまう

人がいる。日本語には消音と濁音のような区別しかないが，濁音の

つもりで発音すると，中国人の耳には有気音に聞こえてしまう。と

ころが日本人学生に英語の〈bar〉という字を読ませると，みんな

無気音に発音する。（少なくとも中国人の耳にはそう聞こえる｡）そ

のため，〈bar〉を読ませてから，〈bo〉を発音させることにしてい

る。今まで一度も失敗したことがない。

ｐ（ｏ）上下の唇を閉ざし，ある程度空気を蓄えから，ロを開けて，強く空

気を吐き出す。有気音なので，強く空気を出す必要がある。

問題点と対策：有気音全般に言えることだが，空気の出し方が足り

ないことが多い。

日本語の（ぽ）は中国人の耳からすると，やはり弱い。伝統的に使

われているく紙を揺らす方法〉は効果的だが，すぐにはできない人

も多い。ただ根気良<続ければ，習得できるようになる。

ｍ（ｏ）上下の唇を閉ざし，ロを開けて発音する。

問題点と対策:日本語のくも〉とほぼ同じ発音なので，難しくない。

ｆ（ｏ）上の歯が下の唇のかなり後ろの部分を噛んで発音する。歯と唇によ

る摩擦音。

問題点と対策：初心者は良く日本語のくふfu〉のつもりで発音し，

唇を噛むのを忘れがち。唇を噛みながら，発音するように指導すれ

ば良い。

〈fu〉の発音の時，最初は歯で唇を噛むが，すぐに噛むのを止めて，

引続きくu〉の音を発音しなければならない。

。（e）舌の先を上の歯茎に置き，少し空気を蓄えてから，ゆっくりロを開

ける。できるだけ空気を出さない無気音。

問題点と対策:中国語のくe〉の音は初心者にとって少々難しいので，
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くd，ｔ，ｎ，１〉に関しては，むしろ〈da，ｔａ，、a，ｌａ〉から教えた

ほうが習得しやすい。

〈d〉は上記のくb〉と同様，どうしても有気音になってしまう人

（今までの体験から言って１割強）がいるが，同じく英語のくdark〉

を読ませてから，〈da〉の発音をさせると，不思議なことにたいて

いうまく行く。

ｔ（e）舌の先を上の歯茎に置き，ある程度空気を貯めてから，－気に空気

を強く出して発音する有気音。

問題点と対策：〈ta〉に関しては，舌や筋肉の動かし方は日本語の

〈た〉とほぼ同じですが，空気を出す量に大きな違いがある。努め

て空気を出すように指導すればよい。またぐtu〉の発音は日本語の

くつ〉にならないよう，注意する必要がある。

、（e）舌の先を上の歯茎に置き，鼻にかけて発音する。

問題点と対策:中国語のく､a〉は日本語のくな〉とほぼ同じなので，

難しくない。

ｌ（e）舌の先を上の歯茎に置く。（<､〉の時より少し上）舌の前部の両側

は歯と接触するが，後ろの両側は歯と接触しない。具にかけない。

問題点と対策：日本語にも同じ発音があるので，難しくない。ただ

日本語はくr〉で表記しているが，中国語の〈la〉は日本語のくら〉

とほぼ同じ発音です。

ｇ（ｅ）舌の先を下の歯茎に置き，舌根を持ち上げ，舌面は平らで，いくら

か空気を貯めてから，努めて空気を出さないように発音する。無気

音。

問題点と対策：上記のｄ，ｔ，ｌと同じく，９，ｋ，ｈも最初はくga>，

〈ka>，〈ha〉から入ったほうが習得しやすい。有気音になってしま

う人がいるが，矯正する時に，日本語の〈が〉に近いくga〉から

進めたほうがうまく行く。ただ中国語の〈ga〉の〈a〉はいわゆる

〈央ａ〉（のどの中央部を使って発音するくa>）で，日本語のくが〉

よりのどのもう少し前の部分を使って発音する。

ｋ（e）舌の先を下の歯茎に置き，舌根を持ち上げ，舌面は平らで，ある程

度空気を貯めてから，強く空気を出して発音する。有気音。

問題点と対策：有気音をうまく発音できない人がいるが，日本語の
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くか〉に近いくka〉から進めたほうがうまく行く。〈ka〉は日本語

の〈か〉とほぼ同じだが,中国語のくka〉はもう少しのどの奥を使っ

て発音する。

ｈ（ｅ）舌の先を舌の歯茎に置き，舌根を持ち上げ，舌面は平らです。舌根

と軟ロ蓋を摩擦させて発音する。

問題点と対策：のどをかすらせて発音するわけですが，舌根と咽壁

の摩擦にならないように気をつけることが大事だ。特にくhe〉の

発音において，あまり極端にのどをかすらせて発音する必要はない

（参考文献３第７課)。

俳優や相声役者にはくhe〉を極めて強くのどをかすらせて発音す

る人がいるが，真似をする必要はない。

ｊ（i）舌の先を下の歯に冠き，舌面の前部をやや持ち上げ，少し空気を貯

めてから，努めて空気を出さないように発音する。無気音。

問題点と対策：これは無気音であって，濁音ではない。日本語の

くじ〉にならないように気をつける。

ｑ（i）舌の先を下の歯に題き，舌面の前部をやや持ち上げ，ある程度空気

を貯めてから，強く空気を吐き出しながら，発音する。有気音。

問題点と対策：これは有気音なので，空気が十分出ているかどうか

を確認する。空気の十分出していない学習者には，導入部分として

下のくxi〉から入り，口の形や舌の位置を確認してから，空気をた

くさん出すよう，指導する。

ｘ（i）舌の先を下の歯に置き,舌面の前部をやや持ち上げてから発音する。

問題点と対策：日本語のくし〉に非常に近いので，難しくない。た

だ口をやや横へ伸ばす必要がある。

zｈ（i）舌の先を硬ロ蓋に冠き，少し空気を溜めてから，努めて空気を出さ

ないように発音する。無気音。

問題点と対策：舌を十分に巻いているか，有気音になってはいない

かを確認すれば良い。日本語にはまったくない発音なので，最初の

うちは難しく感じるかもしれないが，〈zｈ（i)>，〈cｈ（i)>，〈sｈ（i)〉

は少し時間をかけてやれば，たいていできるようになる。

cｈ（i）舌の位霞や発音の仕方はくzｈ（i)〉と同じだが，有気音。

問題点と対策：舌を十分に巻いているか，空気もたくさん出ている
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ｶﾕを確認すればよい。

舌の先を硬口蓋に置き，舌の中央部の両側が奥歯と接触しながら発

音する。発音する時に，舌の先は硬ロ蓋に触れない。摩擦音。

問題点と対策：この発音はさほど難しくない。舌を十分に巻いてい

るかを確認すればよい。

舌の先を硬ロ蓋に置き，声帯をいくらか振動させながら発音する。

摩擦音。

問題点と対策：〈ri〉の発音は日本人学習者にとって，避けて通れ

ないものである。使用頻度も高いので，入門の時点で一番悩む発音

かもしれない。指導する時，舌を十分に巻いているかを確認する。

英語のくr〉の影響を受けて，〈ri〉の発音の時に，口を丸くして，

<u〉の音を軽く出してから，発音する人が近年かなり多い。最初

から口を横へ伸ばし，その形を最後まで保つよう指示する。

舌の先を下の歯の裏に置き，舌の中央部の両側が奥歯と接触してい

る。少し空気を溜めてから,努めて空気を出さないように発音する。

無気音。

問題点と対策：濁音にならないよう，気をつける。特に中国語の

〈za〉とくzu〉がくざ〉とくず〉にならないよう，注意する。

舌の先を下の歯の裏に置き，舌の中央部の両側が奥歯と接触してい

る。ある程度空気を溜めてから，努めて空気をたくさん出すように

発音する。動作はくzi〉と同じだが，有気音。

問題点と対策：これは歯を使った有気音だが，十分に空気を出して

いない人がかなり多い。日本人にとって，難しい発音の一つと言え

るが，〈紙を揺らす方法〉で長く練習すれば，たいてい習得できる。

発音する時，舌の先を下の歯の裏に置き，舌の中央部の両側が奥歯

と接触している。摩擦音。

問題点と対策：〈sa〉は日本語のくさ〉とほぼ同じなので，簡単に

発音できる。ただくsi〉とくsu〉の発音がくし〉とくす〉にならな

いよう，気をつける必要がある。

sｈ（i） 

ｒ（i） 

ｚ（i） 

ｃ（i） 

ｓ（i） 
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韻母

単韻母

ａ舌の先を下の歯茎に置き,舌は平らである。ロを大きく開けて発音する。

問題点と対策：いわゆるく央a〉だが，のどの中央部を使って発音する。

日本語のくあ〉はもう少しのどの奥を使って,口もさほど開かなくても，

発音できるようだが，そうやって発音すると，中国人の耳からすれば，

あいまいな音になっていることが多い。口を十分に開けるよう，指導す

る必要がある。

ｏ日本語のくお〉とほぼ同じだが，ロをきちんと丸く保つ必要がある。

問題点と対策：日本語のくお〉は口をきちんと丸くする必要はさほどな

いようだが，中国語のくo〉は口をきちんと丸くしないときれいに発音

できない。この点に注意する必要がある。

ｅ日本語のくえ〉に近い発音だが，ロを少し横へ伸ばす必要がある。

問題点と対策：日本語のくえ〉に非常に近いので，学習者もそのつもり

で発音してしまうことが多いが，ただ日本語のくえ〉と比較して，少し

口を横へ伸ばすよう，指導する必要がある。

６口をいくらか開けながら横へ伸ばし，舌の先は下の歯茎に置き，舌根を

少し持ち上げ，のどの奥を使って発音する。

問題点と対策：日本語にはまったくない発音なので，最初のうちはなか

なかうまくいかないが，上記の口の形とのどの奥を使って発音するとい

う基本的なルールを守り，ある程度練習すれば，たいていできるように

なる。初めから最後まで口の形を保つことがポイントと言える。

ｉ舌の先を下の歯の後ろに置き，舌面を持ち上げて，ロをいくらか開けな

がらやや横へ伸ばして発音する。

問題点と対策：日本語のくい〉に近い発音だが，口をやや横へ伸ばす必

要がある。

もう一つあまり目立たないことだが，日本語のくい〉は舌のかなり奥の

部分を使って発音するのに対して，中国語の〈i〉は舌の前部を使って

発音する。このことは後ほど出て来るくing〉でその違いがはっきりと

する。中国語の〈i〉は音節初頭に来た際，強い摩擦音となる。〈参考
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文献２のｐ､83〉

ｕロを丸くして，舌の先は下の歯茎に置きながら発音する。

問題点と対策：日本語のくう〉に近い発音だが，口をきちんと丸くする

必要がある。

ｉｉｐをすぼめ（上下の唇を前へ伸ばすこと)，舌の先を舌の歯の後ろに置

き，舌面を持ち上げて発音する。

問題点と対策：日本語にはない音なので，最初はなかなかできない。大

事なのは口をすぼめることにある。ややもすると〈u〉とくu〉の間の

ような発音になりがちだが，原因は口を最初から最後まですぼめていな

いからである。これをきちんと守ってもらえばたいていできるようにな

る。

eｒこの単韻母の発音は声調によって，発音の仕方が変わり，分けて考える

必要があるく参考文献３の第10課>･

１，２，３声は次のように発音する。前出のｅの形から，舌を９０゜巻く。

舌が上の歯に達した所から発音する｡舌が硬ロ蓋と接触してはならない。

４声の（<二〉の意味として使われる）場合は別の発音の仕方をする。

ロの形と舌の動きは同じだが，舌を巻くと同時に〈a〉の発音をして，

舌が上の歯に達した所から，上記の発音に変わる。

問題点と対策：声調によって，発音の仕方が違うので，十分に説明する

必要がある。ある程度練習すれば，できるようになるが，むしろ後出の

くｒ化〉の一部として使われる時に多くの問題が生じる。

複韻母

ａｉ〈前ａ〉（のどの前部）を使って発音する。

問題点と対策：英語の〈i〉とほぼ同じだが，ただ口を大きく開け，〈a〉

の部分をいくらか長く発音する必要がある。〈a〉とくi〉の合成音にな

らないように注意する。

ｅｉ舌の先を下の歯の後ろに置き，ロをいくらか開け，舌面をやや持ち上げ

て発音する。

問題点と対策：英語の発音記号〈ei〉とほぼ同じなので，問題ない。

ａｏ〈後ａ〉（のどの後部）を使って発音する。

問題点と対策：英語の発音記号〈ao〉とほぼ同じだが，〈後ａ〉からス
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ダートすることに注意する。

Ｃｕｐを丸くして，唇の丸を徐々に縮めながら発音する。

問題点と対策：口を丸くしたまま発音する人が多いが，唇の丸を徐々に

縮めながら発音するのがポイントです。英語の発音記号くCu〉との違

いもそこにある。

ｉａ〈i〉とくa〉の合成音だが，主要音節はくa〉である。〈i〉とくa〉の長

さの比率は４：６です〈参考文献4>･

単独で音節になる場合（ya)，最初のくi〉はかなり強い摩擦音になる。

問題点と対策：〈i〉は短いが省略してはならない。たとえばくjia〉の

発音がくじや〉にならないように気をつける。

ｉｅ〈i〉とくe〉の合成音だが，ロを少し横に開いて，さらに横へ伸ばしなが

ら，その間に発音する。〈i〉とくe〉の長さの比率は４：６である（参

考文献4)。単独で音節になる場合（ye)，最初の〈ｉ〉はかなり強い摩

擦音になる。

問題点と対策：主要音節はくe〉ですが，〈i〉は短いけれども，省いて

はならない。

ｕａ〈u〉とくa〉の合成音だが，〈u〉からスタートして，すぐに〈a〉に変わ

る。〈u〉とくa〉の長さの比率は４：６である（参考文献4)。

問題点と対策：スタートの時点で，ロが丸くなっているか，最後はくa〉

の発音なので，口をある程度開けているかどうかがポイントになる。

ｕｏ〈u〉とくo〉の合成音だが，〈u〉からスタートして，〈o〉で終わってい

るので,ロの動きは丸い形を保ったまま,少し開ける形になる。〈u>とくo〉

の長さの比率は４：６です（参考文献4)。

問題点と対策：口が上記の動きをしているかどうかがポイントになる。

特に声･母の付く場合，忘れがちなので，注意する必要がある。

iie〈u〉とくe〉の合成音だが，〈ii〉からスタートして，〈e〉で終わってい

るので，ロの動きはすぼめた形から，少し横へ伸ばす形になる。〈ti〉と

くe〉の長さの比率は４：６です（参考文献４)。

問題点と対策：口の動きが出来ていれば，たいてい発音できる。経験か

ら言って，ほとんどくu〉の発音が出来ていないので，それが原因でう

まくできない人が多い。

iao〈i〉とくao〉の合成音だが，〈i〉からくao〉へと移行する時，ロは
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やや横の形からスタートして，いくらか開けてから，最後はすぼめる

形になる。この動きはスムーズに，素早く行う必要がある。単独で音

節になる場合（yao）は最初の〈i〉はかなり強い摩擦音になる。

問題点と対策：口の動きが出来ているか，〈a>の部分を発音する時に，

口を開け過ぎないかを注意する。日本語のくや>＋<お〉にならないよ

う，気をつける。

この発音はなかなか複雑で，単独で音節になる場合と，声母のつく場

合と分けて考える必要がある。

単独で音節になる場合(you)，１声は日本語のくゆ>のような音になる。

2声,３声,４声はくi〉とくCu〉の合成音になる（参考文献３第８課)。

声母のつく場合は標記がくiu〉と変わる。理論上省略された真ん中の

〈o〉も発音しなくてはならないのだが，実際は大変複雑だ。３声にお

いては，〈o〉が比較的顕著に残るが（たとえばIuiu’1ｍ，jiu，qiu，

xiu等)，ところが１声（diu，ｎｍ，liu，jiu，qiu，xiu)，２声（niu，

liu，qiu)，４声（miu，niu，jiu，xiu）においては，〈o〉がほとん

ど消えてしまっている。僅かに（1ｍ）の４声に〈o〉がいくらか残っ

ている感じである。

問題点と対策：教える側が上記のことを認識しているかどうかが先ず

問題になる。中国南部の一部の人たちはどんな場合でもくo〉を強く

残す傾向があるので，矯正するのにいつもかなり苦労している。上記

の発音の変化が分かっていれば，さほど難しい発音ではない。

<u〉とくai〉の合成音。ロの形は最初は丸く,それからいくらか開け，

最後はやや横へ伸ばす形になる。

問題点と対策：声母のつく場合，口を丸くするのを良く忘れるので，

それさえ注意すれば，ほとんど問題なく発音できる。

<u〉とくei〉の合成音。ロの形は丸い形からスタートして，やや横へ

伸ばせばよい。

問題点と対策：単独の音節の場合はくｗｅi〉と標記し，前に声･母の付

く場合は標記がくui〉と変わる。この変化をよく認識してもらうこと

が大事だ。声母の付く場合，〈u〉が入っているのに，口を丸くする

のを忘れがち。この点さえ注意すれば，発音できる。

lＯｕ 

ｕａＩ 

ｕｅｌ 
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鼻韻母

aｎ〈a〉の発音からスタートして，大きく開けたロをいくらか収敵し，

最後に舌を上の歯の後ろに置き，軽く鼻に掛ける（鼻に空気を通す)。

問題点と対策：口を大きく開けているかどうか，最後に舌を上の歯の

後ろに置いているかどうかがポイントになる。問題がある場合は，日

本語のくあ〉になっていたり，舌が宙ぶらりんになっていたりするこ

とが多い。

anｇ〈後ａ〉（のどの後部から発する〈a>）からスタートして，大きく開け

たロをいくらか収救し，鼻に掛ける。この全過程に置いて，舌はどこ

とも接触しない。

問題点と対策：口を十分に開いていないため，暖味なくa〉になって

いる場合が多い。舌が発音する過程に置いてどこかと接触しているこ

とも多く，この二つがうまく発音できない重要な原因となっている。

これらさえ克服すれば，発音できる。

e、まずく央ｅ〉（のどの中央部から発するくe>）の発音をして，言い終

わった後，舌の先を下の歯の後ろに置く。ロの形はくe>の発音のまま，

閉ざしてはならない。

問題点と対策：口の形がくe〉からスタートしているか,言い終わった

後，舌が下の歯の後ろに置いているかを確認する。この２点がポイン

トになる。

e､ｇまずく央e〉の発音をして,それから鼻に掛ける（､ｇの発音をする)。

全過程において，舌はどことも接触しない。

問題点と対策：口の形がく央e〉の発音のままで，最初から最後まで

変わらない。舌も宙ぶらりんになっていることが大事である。うまく

できない人はほとんど口の形が途中から変わってしまっていることに

原因がある。

ａｎとａｎｇ及びｅ、とｅｎｇの違いが良く話題になる。口の動きを見せ

れば，違いが分かり，発音できるようになるが，聞き取りにおいては，

なかなか区別ができないようである。日本語にはこれに近い発音とし

てくん〉しかないので，難しくしているのかもしれない。何度も聞か

せて，慣れてもらうしかない。

iｎまずくyi〉の発音をして，それから舌の先を上の歯の後ろにおけばよ
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い。ロの形はくyi〉の発音のまま。

問題点と対策：声母の付く場合は，舌を上の歯の後ろに置いているか

どうかを確認すればよい。単独の音節になっている場合はくyin〉と

標記するが，最初のくyi〉はかなり強い摩擦音になる。学習者はどう

してもくい〉のつもりで発音するので，中国人の耳には摩擦のない音

に聞こえてしまう。発音する時に,舌の前部と硬口蓋の前部を使って，

摩擦音を作り出すことが大事だ。

inｇまずくyi〉の発音をして，舌根を持ち上げ，鼻に掛ける（､ｇの発音

をする)。始めから終わりまで，舌はどことも接触しない。ロはやや

横へ伸ばした形を保つ。

問題点と対策：声母の付く場合は次の３点に注意すればよい。①舌は

どことも接触していない。②1ｺはやや横へ伸ばした形になっている。

③鼻に掛けている。単独の音節になっている場合はくying〉と標記

するが，最初の〈yi〉は大変強い摩擦音になっている。〈ing〉のため

に，ほかのくi〉で始まる音よりもやや長く，それだけ摩擦も強く感

じるのかもしれない。学習者はほとんどくい〉のつもりで発音してい

るので，中国人の耳には大変違和感を感じる。舌の前部と硬口蓋の前

部を使って，摩擦音を作り出せば解決できるわけだが，なかなかうま

く行かない。いまだに妙手はなく，日本人にとって一番難しい発音と

なっている。

iａｎ〈i〉とくan〉の組み合わせだが，〈an〉の〈a〉はくa〉と発音せず，

〈E〉（e）と発音する。舌は言い終わった後，下の歯の後ろに置く。

問題点と対策：初心者にはくa〉の発音の変化を忘れ，〈やん〉と発音

してしまう人が多い。〈i>の発音は短く，軽いが,飛ばしてはならない。

以上の２点に注意すればよい。

iang〈i〉とくang〉の組み合わせです。ロはやや横へ伸ばした形からある

程度開ける。

問題点と対策：声母の付く場合と比較して，単独の音節になっている

場合，口の開け方が少し大きい。声母の付く場合，〈i〉の発音は短く，

軽いが，無視してはならない。

uａｎ〈u〉とくan〉の組み合わせなので，〈u〉を発音した後，〈an〉を発

音すればよい。
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問題点と対策：口の形は最初は丸く，それから素早くやや横へ伸ばす。

この動きをコンパクトに行う必要がある。問題になるのはほとんど口

の形だ。〈u〉の発音は短く，軽い。

<u〉とくang〉の組み合わせなので，〈u〉を発音した後，〈ang〉を

発音すればよい。

問題点と対策：口の形は最初は丸く，それから素早くある程度開け

る。舌はどことも接触しない。問題になるのはほとんど口の形だ。〈u〉

の発音は短く，軽い。

<u〉とくe､〉の組み合わせだが，発音する時に，ロを丸くして，そ

れからやや横へ伸ばす。最後に舌を下の歯の後ろに錘く゜

問題点と対策：口を丸くしたまま発音する人が多い。それを矯正すれ

ばよい。単独の音節になっている場合，標記はくｗｅ､〉となるが，声

母の付く場合はくu､〉となる。

<u〉とくeng〉の組み合わせです。ロを丸くして，やや横へ伸ばし，

舌はどことも接触しない。具に掛けて発音する（､ｇの発音する)。

問題点と対策：この発音の使用頻度は極めて低く，〈翁〉という字を

読む時ぐらいしか使わないが，口を横へ伸ばして，そこで終えるとい

う動作が一番大事だ。

<ii〉とくan〉の組み合わせだが，〈a〉はここではくa〉と読まず，ほ

とんど〈C〉（e）（参考文献４のｐ､105）と発音する。ロをすぼめて

から，普通の状態に戻し，最後に舌を下の歯の後ろに置く。

問題点と対策：〈an〉のくa〉をそのままくa〉と発音する人がいる。

役者や相声役者などに散見するが，今日ではむしろ少数派である。そ

れも単独で音節になっている場合（yuan）に限られる。声母（j,ｑ,ｘ）

の付く場合はすべてくE〉（e）の発音となる。上記の事実を認識して

いれば，発音はさほど難しくない。

<ii〉からスタートして，最後に舌の先を上の歯の後ろに置けばよい。

ロは最初から最後まで丸い形を保つ必要がある。

問題点と対策：〈u〉の発音ができれば，簡単に発音できる。

uan，uen，Uan，ｉｉｎの口の動きについて：uan，ｕｅｎとiianは丸い

形からスタートして，普通の形に戻りながら発音するが，ｉｉｎはロを

丸くしたまま発音する。この違いをはっきりと認識する必要がある。

uａｎｇ 

ｕｅｎ 

ｕｅｎｇ 

iｉａｎ 

nm 
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ongpを丸くしたまま,舌はどことも接触しない。鼻に掛けて発音する(Iug
の発音する)。

問題点と対策：ｏｎｇは単独で発音されることはないので，声母をつけ

て練習したほうが習得しやすい。例えばdong，tong，long，ｈｏｎｇ

などである。口の丸い形を最後まで守り，舌も宙ぶらりんの状態を保

てば，楽に発音できる。

iong〈i〉とく０mg〉の組み合わせだが，〈i〉は軽く，短い。しかも後ろの

〈0,9〉の影響を受けて，最初からロを丸くして発音する（参考文献

５のｐ､105及び参考文献３の16課)。

問題点と対策：単独で音節になっている場合，標記はくyong〉とな

るので，口も最初から丸くなる。声母の付く場合（qiong，xiongな

ど)，〈i〉を見て，最初から丸くしない人がかなりいるが，これは一

種の例外だと説明して，口を丸くしたまま発音することを指導する必

要がある。

声調

中国語の声調の基本は良く知られていることなので，簡単に記しておく。

第一声：高くて，平らである。中国ではド，し，ミ，ファ，ソをよく１，２，３，

４，５と標記しますが，これで表すと５５となる｡

第二声：真ん中から上げていく。一気に上げていく必要があります。３５と

なる。

第三声：真ん中から下げて，そらから上げていく。全体的にトーンが比較的

に長い。２１４となる。

第三声にはもう一つ半三声がある。真ん中から下げて，上げない

で，最後まで低いままです。２１１となる。

第四声：高いところから，鋭く下げていく。５１となります。

第一声から第四声まで，少し練習を積めば，たいていの人は習得するが，半

三声だけはやや面倒だ。三声は後ろに音節があると，すべて半三声になる。文

中でもほとんど半三声になり，単音節の場合，強調及び文末に置かれた時にだ
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け普通の三声になる（参考文献４，ｐ､121)。ところが，教室においてはほとん

ど第三声から入り，それができるようになってから，半三声を導入する。ま

た漢語ピンインの標記も〈‐〉を使っているので，ますます学習者に間違った

印象を与えることになる（参考文献５，ｐ､88)。そのため，初心者に対しては，

早めに半三声を導入し，三声の上記の特徴をできるだけ早く説明したほうが効

果的だ。

軽声

軽声はその部分をいくらか弱く読めば良いのだが，前のことばの声調によっ

て，トーンに若干の違いがある。

第一声と第二声の後の軽声はトーンが低く，なんとなく第四声を弱くした発

音に聞こえる。例：箇戸，明白（5度法の２に相当する)。

第四声の後の軽声はトーンが一番低い。例：抄士，任各（5度法のｌに相当

する)。

第三声の後の軽声はトーンが一番高い。例：耳朶，老実）（5度法の４に相

当する)。

軽声は中国語の発音において大きな要素になっている。５文字から７文字の

うち，１つは軽声とされている（参考文献６，Ｐ､111)。発音自体，さほど難し

いものではないが，外国語として習得する場合，どの程度覚えればよいのか，

範囲を決める必要がある。ここでは１９９２年に制定されたく双珸水平同江与双

字等級大綱>の単語を対象にした。この〈大綱>に出てくる単語数は8,822個で，

中国のく双珸水平考拭〉（HSK）の範囲とされている。参考文献１，７，８を元

に下記のリストを作成したが，７の編集者のような専門家でも，かなりミスを

犯している。（例えば‘多下，）中国人でも一々覚えるしかないので，やはり面

倒だ。

軽声と標記されている語葉のうち，下記のものを省略した。

（１）語気助詞；了，など。

（２）アスペクトとして使われる；‘的，得，着,。

（３）方向補語の一部として使われる；‘来，去，上,。

（４）接尾語として使われる；‘子,。例えば‘村子,など。

（５）接尾語として使われる；‘矢,｡例えば‘木失’など。

（６）接尾語として使われる；‘卜,。
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（７）同じ字を重ねた名詞。例えば；‘琶琶,など。

（８）動詞と補語の間の；‘不'。

（９）方角などを示す；‘辺，面，矢，里，上，。

００複数を示す；‘ｲ｢],。

現代漢語辞典（2002年増補本）は軽声を２種類に分けている。常に軽声に

なる単語は中黒（・）を使って声調を付けないで標記し，声調を付けて読むこ

ともある単語については，中黒を使って，声調を付けて標記している。しかし，

後者に属する単語でも，実際問題として，軽声に発音するのが普通である。下

記のリストにおいては，これに属する単語には（）を付けた。《》はその

単語がそういう意味で使われる時に軽声になることを示す。

愛人，巴拮，把手，（白天)，包被，扱酬，（本桟)，本事《本領》，ヒヒ方，別人，

別扣，玻璃，不好意思，不是く辻措>，不在乎，不悠公祥，部分，裁縫，（残疾)，

苔蝿，差不多，任虻，称呼，（成分)，（城案)，尺寸，抽屈，出息，賓戸，伺候，

(聡明)，湊合，（粗曾)，答血，（答夏)，打扮，打没，打量，打算，打斫，打招呼，

大方《不吝音》，大人《成年人》，大意《疏忽》，大夫，耽俣，切勝，倒謄，道理，

…的活，得恨，灯篭，底下，地道，地方《空伺》，地下《地面上》，弟兄，点心，

末西，功静，豆腐，短吐，叺伍，対不起，対得起，対付，多公，多少，唆喋，

悪心，耳朶，没脾気，反正く副詞>，費用，分寸,吟附，分量,凧箏，（夫人)，（父

奈)，富余，甘薦，（感激)，高梁，告胖，賂鱒，賂臂，痘溶，格式，銀失，工夫，

工銭，功夫，公道，（公平)，姑娘，骨失，故事，寡姐，怪不得，棺材，罐失，

規矩，閏女，汪是，害処，含糊，好処，核桃，和気，和尚，合同，恨不得，（喉

吹)，萌芦，胡同（固有名詞の一部として使われる時)，糊徐，狐狸，扶士，花

費（動詞)，坏処，（荒唐)，（慌搬)，黄瓜，（活幼)，活波，伏汁，（伏食)，禍害，

(机会)，机夷，（机器)，脊梁，氾性，家伏，（家具)，价桟，兄沢，（赫気)，垪

究，叫喚，教Vll，街坊，詰笑，精神，党得，（看望)，（看法)，咳嗽，客気，客人，

(孔雀)，ロ袋，窟窪，快活，寛敞，困唯，劇叺，老大谷《大苓》，老婆《妻子》，

老人家，老実，（老鼠)，老苓，欝笛，（理事)，利害（后書)，力量，力気，狼食，

凉快，（伶例)，（畷唆)，夢卜，趨輯，酪舵，麻炊，碍失，弓虎，笑案，慢尖，

毛病，攻魂，没失系，没什公，眉毛，迷糊，（迷惑)，棉花，免得，明白，名字，

(摸索)，藩藷，模糊，（母奈入木匠，那公，腕袋，飼笑活，念失，暖和，（凧服)，

朋友，脾汽，屈股，便宜，漂亮，葡萄，欺負，奈戚，清楚，（軽易)，,情形，（情
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猪)，拳失，人性，熟岡，人家《別人，自己》，任各，圦得，圦狽，商量，胴午，

焼餅，舌失，身扮，什公，什公的，（神気)，（神仙)，生意，牲口，省得，姉傅，

吋候，使得，似的，勢力，事情，是的《＝似的》，收成，收拾，（手巾)，寄服，

疏忽，稿氾，爽快，脱法，斯文，（似乎)，（算盈)，歩数，（弥女)，踏突，志度，

特各，（提抜)，（体涼）（体面)，（替換)，（凋和)，（所jL)，（痛快)，失友，（徒

弟)，妥当，唾沫，晩上，尾巴，委屈，味道，位置，力什公，穏当，寓嚢，喜

吹，喜鵲，先生，多下，想法，相声，消息，（小姐)，笑活，（心事)，心思，（新

鮮)，行李，休息，（緊切)，学生，学向，眼晴，弄活，要公，要是，餌匙，（夜

同)，夜里，衣服，衣裳，己蛭，意思，（因力)，匝酬，（皮付)，用処，有吋候，

有意思，菟杠，（恩意)，（釣会)，月亮，云彩，迄気，在乎，早農，早上，悠公，

悠公祥，悠公着，孔笑，丈夫，招呼，（照顧)，照匝，折謄，（折磨)，迭公，迭

公着，真是，真是的，枕失，正径，（支揮)，芝麻，（知道)，知狽，指甲，指失，

指望，主意，（嘱附)，庄稼，（喪格)，嚇巴，琢磨，

参考文献１によれば，現代漢語辞典の軽声の基準はかなり甘いと指摘してい

る。今日の‘北京語，の発音からすれば，確かにその通りなので，上記のく大

綱〉の範囲内で，軽声のリストを追加した。

愛惜,把柄,把握,把我,宝DJ〈`珍宝,という意味で使われる時>,扱夏,抱負，

抱怨，本甑，鼻梯，弊病，編輯，不至子，布置，参煤，測醗，常狽，沈着，成鏡，

坦疑，沖突，春天，次序，刺激，措渓，待遇，拡氾，町嘱，冬瓜，冬天，董事，

端正（形容詞)，繁殖,佑佛,慶物，分析,風気,鳳凰，富裕,干浄,千部，高明，

攻古，固仇，顧慮，規模，辻失，痕迩，后来，后天，戸口，吹騰，賄賂，技木，

汁絞，妃律，寂寛，家各，将軍，教育，絞量，价扱，近視，鍾職（動詞)，救済，

控制，考笑，会汁，弓待，桜杼，牢騒，老成，理由，利息，朕系，鋒。（動詞)，

良心，郭居，零砕，尤失，埋怨，秘名，面枳，面目，命今，摩托，模祥ル目的，

目最，能干，年妃，女L批汗，皮畉，芥全，気氣，気候，気力，気味，気息，

迂就,宗戚,人物,容易，柔和，著侈,生疏,声音,施展,突惠，事故,是非〈`釧

扮,という意味で使われる時>，拭醗，手勢，手芝，名籍，熟悉，捜索，損失，

太田，題目，体貼，威瓜，維持，文免，物演，渓会，西瓜，夏天，嫌疑，賢惠，

多奈，孝順，信用，烟図，研究，要不，並各，疑惑，又各，芭木，意枳，意味，

英雄，我豫，玉米，恩望，在意，整芥，支持，蜘蛛，至子，制度，秩序，姿勢，
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最後に，人称代名詞が目的語として使われる時，発音が軽声になる。（参考

文献９，ｐ､36）この点にも注意する必要がある。

情休来姶我ｲﾛ垪垪。（`liK,と‘我{｢]，）

叫他別減了。（`他，）

化

`i，、，のあとに‘ｒ，が付くと，ｉ，、の部分が消え，前の韻母は基本

的に変わらないが，舌を巻く必要がある。

問題点と対策：上記のことを認識していれば,簡単に発音できる。但し，

`ian，の場合，‘ａ’は元の‘央ａ,に戻ることに注意する。

`０，のあとに．r，が付くと，発音と同時に舌を巻く。

問題点と対策：上の指示の通り発音すればよい。さほど難しくない。

」し

1． 

2． 

参考文献

｢軽声和几化」瞥允中著，商務印書館

｢対日漢語語音教程」続三義編，北京語言文化大学出版社

｢虹云教休普通活」北京威翔音像出版社

｢<北京話複合元音的実験研究>」曹剣芥，楊順安，〈中国語文>，1984年第６期。

｢漢語普通話語音図解課本（教師用書)」金暁達劉広徽編箸，北京語吉文化大学
出版社

｢漢語発音與糾音」曹文縞著，北京大学出版社

｢HSK中国双珸水平考試同拡大鋼，双珸8000同同典」北京悟言文化大学双珸

水平考拭中心編，北京大学語言文化大学出版社

｢現代沢雷同典2002年増朴本」商各印柚憶

｢中級双珸口珸」下珊対徳朕対暁雨輪著，北京大学出版社
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発音の確認に使用したテープ，ＣＤ，ＶＣＤやＤＶＤは下記の通り。

1．「対日漢語語音教程の録音テープ」北京語言文化大学出版社

2．「虹云教休普通活」威翔音像出版社

3．「漢語発音與糾音の録音テープ」北京大学出版社

4．「漢語語音教程（基礎編)」何平〈主縞>，北京大学出版社

上記の付属ＣＤ

5．「漢語正音教程」王若江編著，北京大学出版社
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上記の付属ＣＤ

6．「普通話培訓測試教程」邪桿国繍著，北京大学出版社

上記の付属ＣＤ

7．「普通活水平imU減り11鯨」西南師苑大学音像出版社

8．「杯准普通活《水平測拭杼准iJ1l鯨》」皿、音像出版社

(中国語教授法・法学部教授）
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